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会 ,1962年の物性餌の研究会を再燃させた感 じですo電 子蘭両 告辞効果が




(油断はできませんが 1 ,この学会でEdward (impldrity condiCtion
をやった )が電子ガスU)低密度C/=おける Iattice formationoj問題を
BCSと類似の方法で取扱ったという話が興味をひきましたが .まだ余 り透
明でな くて太物かどうか疑問です (ギャップが現れ ,freeenergyqcWと
び 沖が出る 1 ClarendonLaboj一派の He3 U)Zerosounda)換出U,'話
がありました (堅田で阿部さんが話していたのと同じか ?) 水晶発振器か
ら出た 1000iMcm SOundを Liq.措e3 u-3表面に5000回ぐらい反射 させ
て ,そU)反射係数か らacousticimpedanceを測 り.Landan理論と比







5･6を凝るかでF2 は 14か4というように大きく変 ります凸私はF2 がそ
の符号 まで含めて正確にきめられればHeS a,超流幼 uJl問題 とも関係して面
白いと思ったUT)ですが ,まだまだ無腰です｡色々な理論か ら推定 された F2
は(超流動tJ)間題 )はマイナスOj符号でしかも非常に小 さい (温度にして
O,t)008OK?)筈なL,)で ,上記(T3ような大きいF2 とは結びつきません(




かいで r恐 らく多佐系uj性質Lj,なかでは最 も困難 ),最初厳密にとける簡単




緯黒は摂動論 と同じです rFcrmi面U)不連続,･'jelTi:い 1摂動論 でならもつと
realistic在 mOdelで同じ結果が得 られます{私が今書こうとしている
論文は非摂動論的凝扱いで quaSi-particle〟il damping (自己エネル
ギーCI.) imaginarypart)を出し .その係数を粒子閲の衝突断面積で意味
づけることですC, ところでRutherfordFriemanは正しかったそうですねE.
どうも不明ですt,良-Fu)論文が出たらLetterでも嘗こうかと思っていた
ら.これはどうも琴U-'早合点で敗げ ｡
ではお元気でO
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